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ようにした晩 この Zが求める動的臨界指数になるのである03) 実際の問題に適用
する時には第一段階を言わば"動的摂動論〝 的に遂行するのが鍵であるが,これを次の
マルコフ過程によって例示しょう｡
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u2(q)- q2+r等と与えられILKはWHsonl)の剛 ､た- ミル トニアンであるo T.とし
ては形式的な(6,の駆 りも･ 拝 ,Iqluよq)aq+q･aqa-｡]-ro'1'.,o'2'ととる方
が非線型効果を含まないので便利である｡ Jli｡tは
Fin.- 4γJu4(qi)㌔ 1%･∵少｡4+6γJu8(qi)㌔ 1亀.･Vrq6+- (10)
となるo RGの第一段階を行ってマルコフ近似
q〒2)くく tくくq号1)




+ (u4yrb(ql- ･q4)∂ilq,I+q(21,Qq13,41,+ ･･ ipl(d)
ここで Rb･Sb,Tbはダイアグラフを用いて次のように与えられる :
Rb(q)q2- A +% +千 十-











･ bzや 2-dJu4(計 + Tb(i ,]∂lq,lVq,2Vq,3Vqi･･･}p(0) (14,
最初の形と比較 して u2mに関する漸化式を得るがここには露わには書かない｡
u4(q)-u*+ui(q),Rb(q)-Rb*+Rb,(q)として固定点演算子 蕗 求 める. 臨界指数 Z,
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では bz-2(1+Rb*), bz~2+巧(1+Sb*)が 1になる様に4次元近傍で定められるが･b









算されたものと一致し, Z-2+ cq ;C-610g(4B)- 1｡これは他の方法 一礼4)で得
られた結果と一致する.
以上の結果は n一成分系,保存則のある系にも拡張は容易である｡ また方法論的には更
に複雑な系 (例えばボーズ粒子系 )にも適用できることを強調しておきたい｡
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